
３年 １組 道徳科学習指導案 

場所 ：３年１組教室 

授業者： 

１ 主題名  相手を正しく知ること 

２ 教材名  「あしなが」＜出典：講談社＞自作教材 

３ 主題構成表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

ねらい 

あしながの本当の姿を見たケンの気持ちを考える活動を通して、噂話を信じたり思い込みで決めつけたり

せず、相手を正しく知ることが大切だと気付き、誰に対しても公正、公平に関わろうとする態度を育てる。 

■内容項目 C 公正、公平、社会正義 
 誰に対しても分け隔てをせず、公

正、公平な態度で接すること。 

■ 価値の分析 
・学級の仲間と人間関係を深めると

きには、差別や偏見をもたず、本

当のこと、すなわち事実を知ろう

とすることが大切である。また、

自分が相手のことを正しく理解し

ようとする心をもち、誰に対して

も公正、公平な態度で関わってい

くことが必要である。 

・もし、周りの友達や学級の仲間が

間違った噂話をしているのであれ

ば、相手の気持ちを考え、その状

況を改善していこうとする意欲や

行動力が必要である。 

■ 研究内容に関わって 

〈Ⅱ－①価値への方向付けと問題意識を引き出す導入の工夫〉 

仲間との関わり方について「心の健康チェックシート」等の集計結果をモニターで提示することで、自分

ごととして捉える足場をつくる。 

〈Ⅱー②多面的・多角的な考えや多様な感じ方を引き出し、人間理解、他者理解、価値理解、自己理解を促す発問の工夫と精選〉 

中心発問をしたときに、児童が、一晩中眠れなかった主人公のケンになり、教師にその気持ちを話すとい

う役割演技を仕組む。そして教師が「ケンは、少し前まであしながをどんな犬だと思っていたのかな。」と

問うことで、ケンが噂話に翻弄され、あしながと公正、公平に関わっていなかったことに気付くことができ

るようにする。 

■ 教材の分析 
・のら犬たちの暮らす町に、すらり

と足の長い美しい犬「あしなが」

がやってくる。のら犬たちの中

で、その外見からありもしない

噂話が始まり、主人公のケンも

あしながのことをよく思ってい

なかった。しかし、ある日、本当

のあしながの姿を知ることにな

る。相手を外見や噂ではなく、正

しく知ることの大切さを考える

ことができる。 

・この時期の児童は、友達同士でグ

ループをつくり、その中で噂話

が広がり、問題行動につながる

こともある。差別や偏見をもつ

ことなく、事実を正しく知るこ

とが大切である。学級で起こり

うる問題を取り上げている教材

である。 

■ 内容項目から見た児童の

実態（意識） 

・学級内で、実際に問題に

関わっていない児童が友

達の話を鵜呑みにしてし

まい、事を大きくしてし

まうことがある。 

・「心の健康チェックシー

ト」等の諸アンケートで

は、３年生になってから

友達や学級の仲間との間

で困ったことがあったと

いう児童がいる。 

■ 意識の要因 
・その時の自分の気持ちを

優先したり、友達等周り

の意見に左右され、勝手

な思い込みや噂話に影響

されたりすることがあ

る。 



 



４ 学習指導過程 

過程 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導
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１．仲間との良好な関わり方を考える。 

〇どんな行動が仲間とのよい関わり方と言えるでしょう。 

・楽しく話をする。 

・一緒に仲良く遊ぶ。 

 

２．事前アンケートの結果より、課題を確認する。 

 

 

 

３．教材「あしなが」の話を聞いて話し合う。 

〇ケンたちは最初、あしながをどんな犬だと思っていたでし

ょう。 

・最低な犬。 

・なんだか怖い犬。 

・お高くとまって自分たちをばかにしている犬。 

・かっこつけていていじわるな犬。 

 

◎ケンが一晩中、眠れなかったのはどうしてでしょう。 

・あしながは、本当はいい犬だと知ったから。 

・みんなは、あしながのことをよく思っていなくて、自分は本

当の姿を知ったから。 

・みんなに言ったら、信じてくれるか不安だったから。 

・自分も本当のことを知らずに、噂をしていたと気付いたか

ら。 

 

〇「みたのかい？」と言ったとき、ケンはどんな気持ちでいた

のでしょう。 

・本当のことを知りもしないで、噂をしたら駄目だよという気

持ち。 

・自分の目で見もしないで言うのはよくないという気持ち。 

 

 

 

 

 

 

４．自分とつなげる。 

〇今までの自分は、どうだったでしょう。相手のことを正しく

知り、だれとでも同じようにかかわることができていまし

たか。できていませんでしたか。今、そんな自分をどう思い

ますか。 

・前、噂話をしてしまった。変な噂話を信じないで、友達とし

っかり向き合って話したらいいと思った。 

・転校生がきたときにあまり話せなかった。勝手にこんな人だ

って決めつけないで、その子と直接話をしてみるといいと

思った。 

・友達の悪口を言ってしまったことがある。その友達がいない

ところで、勝手にひそひそ話をしたらいけないと思った。 

 

 

５.教師の説話を聞く。 

 

 

 

・児童が自分ごととして捉えられるよう

に、友達や学級の仲間との間で困った

ことについて、「心の健康チェックシ

ート」等の集計結果をモニターで提示

し、課題化をする。 

 

 

・ケンも他ののら犬たちと同じように、

噂話に翻弄されていたことを確認す

る。噂話に流されてしまう弱さに共感

させるために、似た意見でも多くの児

童を発表させ、板書に位置付ける。    

（人間理解） 

 

・噂話をそのまま信じたり、決めつけた

りしたことがある児童に、意図的指名

をする。 

・中心発問では、「本当のことを正しく知

ることが大切」ということに気付かせ

るために、役割演技を仕組む。児童が

一晩中眠れなかった主人公のケンに

なり、教師にその気持ちを話すという

役割演技の中で、教師が「ケンは、少

し前まであしながをどんな犬だと思

っていたのかな。」と問う。そのこと

で、噂話に翻弄され、ケン自身も公正、

公平に関われなかったことに気付か

せ、その思いを語らせる。 

（他者理解・価値理解） 

 

 

 

 

 

・事前アンケートの具体的な場面を取り

上げてから、自分の生活を振り返らせ

る。          (自己理解) 

・机間指導をし、全体交流で意図的指名

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・噂話に惑わされず、仲間と真っすぐ向

かい合い、公正、公平にかかわる児童

の姿を紹介し、価値付ける。 

なかまとどうやってかかわるといいだろう。 

うわさをすぐに信じたり、決めつけたりしないで、相手の

本当のこと正しく知り、だれとでも同じようにかかわろ

う。 



 


